
引っ

越

し

の

年

に

た

わ

わ

の

庭

蜜

柑

大

根

干

す

昨

日

も

今

日

も

曇

り

空

〈

地

位〉

一

人

住

む

老

婆

を

守

る

雪

囲

い

通

学

の

子

等

霜

柱

わ

ざ

と

踏

む

コ

ロ

ナ

禍

で

窓

開

け

放

つ

冬

座

敷

畑

仕

事

主

婦

が

あ

わ

て

る

初

時

雨

乗

り

遅

れ

次

の

バ

ス

ま

で

日

向

ぼ

こ

黙

々

と

お

庫

裏

さ

一

人

落

葉

掃

く

ひ

と

鍬

に

力

漲

る

老

い

の

冬

冬

座

敷

写

真

の

夫

の

こ

の

笑

顔

初

雪

を

喜

ぶ

子

等

の
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ぺ

赤
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立

を

保
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続
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枯

芒
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花
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薇
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澄
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寂
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を
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膳

に

根

深

汁

卯

建

立

つ

蔵

ま

で

二

間

花

八

手

珍

し

や

五

島

列

島

雪

景

色

奥

飛

騨

の

露

天

に

浸

か

り

雪

見

酒

祢

宜

が

掃

く

広

き

境

内

神

無

月

小

春

日

に

杖

も

軽

や

か

田

舎

道

佳

　

作

選

者

　

今

津

大

天

　

先

生

谷

藤

尚

花

畑

佐

楽

人

山

下

宮

裏

兼

氏

翆

月

熊

谷

詠

月

丹

羽

三

七

九

大

久

保

大

凹

御

田

村

光

女

村

瀬

昇

竜

杉

山

多

美

波

多

野

妙

生

波

多

野

寿

扇

岩

間

芳

泉

河

合

都

二

村

秀

香

纐

纈

久

峰

井

戸

幸

女

服

部

利

水

野

田

春

香

恕

風

庵

華

泉

岩

田

紀

正

亀

山

文

月

亀

山

則

天

天

野

桂

花

一、

各

務

原

市

大

野

町

一

丁

目

一

二

〇

番

一、

投

句

所

　

〒

5

0

4

0

9

3

4

一、

樗

流

会

員

変

名

不

可

一、

所

属

社

名、

雅

号

名

記

一、

用

紙

　

郵

便

ハ

ガ

キ（

句

料

無

料）

一、

締

切

り

令

和

四

年

一

月

末

日

厳

守

一、

春

季

雑
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と
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小

春

凪

鴉
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我

も

哲

学

者

選

者

吟

着

払

ひ

の

小

銭

を

捜

す

師

走

か

な

〈

人

位〉
三

　

光

窓

を

打

つ

吹

雪

に

暫

し

筆

止

め

る

極

月

の

水

に

手

を

入

れ

豆

腐

売

り

柚

子

の

湯

に

暫

し

綻

ぶ

父

の

顔

電

飾

の

路

電

華

や

か

十

二
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托

鉢

の

僧

に

降

り

来

る

細

雪
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寺
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醸
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葉
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湯
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踊
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搗
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が
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